＜書評＞ 上野修『スピノザの世界-神あるいは自然』 by ナカノ, アキトシ et al.
Title ＜書評＞ 上野修『スピノザの世界-神あるいは自然』
Author(s) 中野, 彰則














































                                                         
1  上野修『スピノザの世界－神あるいは自然』、講談社、2005 年。引用箇所のページ数を丸括弧内に記す。 
上野修『スピノザの世界－神あるいは自然』 





































































































































































 - 94 - 
上の諸価値の転倒が計られる。本書を読んでスピノザ哲学の一端に触れた読者の眼前には、｢われ
われが日々見なれている現実と寸分違わないのに｣(190)、以前とは違う見たこともない光景が広
がっているはずだ･･････。もちろん、入門書ということもあって、著者自身の一貫した関心によっ
て貫かれているとはいっても、それゆえに見落とされているあるいは意図的に捨象されているも
のはあるだろう。例えば｢無限｣という概念はそれに該当するものではないか。評者自身の関心か
ら言わせてもらえば、『エチカ』において｢永遠かつ無限｣という表現が何度か登場するように、
等しく重要である｢無限｣について、著者がどのように考えているのか知りたかった。評者なりに
少し述べておくと、まず｢永遠｣というものが時間では説明できない、あるいは時間とは関係がな
いということは、それが表象されえないもの、あるいは抽象できないものであると言えるはずで
ある。｢無限｣についても同様、『エチカ』第 1 部や書簡などにおいて、それは抽象されえないも
のであり表象してはならないものであることが言われている。それは何か同じ事態を指している
ように思えるのであるが、だとすれば｢真理｣あるいは｢必然｣を媒介にして｢永遠｣と｢無限｣の関係
について考えることは可能ではないだろうか。また、第六章において個物の認識の話がされるが、
個物の定義として｢有限で定まった存在｣ということであれば、その｢有限｣な個物が｢永遠｣である
という認識をどのように理解すればよいのだろうか。つまり、もし｢永遠かつ無限｣というように
それらが何かしらリンクするものとして考えられるのであれば、｢永遠｣なものと認識される個物
の有限性をどう考えられるのか、ということである。第三章末尾における様態化の説明では、｢有
限な様態は･･･無限様態の一部分｣とされていた。やはり評者には｢永遠｣と｢無限｣(｢有限｣の問題も
含めて)が認識においてどう区別されるのか(あるいはされないのか)が気になるところである。ま
た、最終章｢永遠｣、とりわけ｢神への愛｣と区別される｢神の知的愛｣について以降の説明は、むろ
ん『エチカ』の第 5 部そのものが難解なのであるのだから当然ではあるけれども、そこへ至るま
での平易で断絶を感じさせない叙述に比べて、やさしい文体にもかかわらずいささか理解が困難
な印象であった。しかし、本書の入門書としての意義を考えれば以上のような疑問点は瑣末なも
のであって、それらによって本書の意義が少しも損なわれるものではないことは断っておく。 
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